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“短結端結含並行線回路の諸特性”

森脇義雄・猪瀬　博

電気通信学会雑誌　昭和27年：5月号掲載

　電気通信学会雑誌昭和26年8月号掲載の“分布結合回

路の帯域濾波特性”で箸者等は4種類の分布結合濾波器

について線路の抵抗を考書に入れた揚合の周波数鞍性を

論じたq

　本論丈はこれを実際に応用するに当y問題とた属事項

について述べたものである。短紬端結合1庵波器K　Rk．て

線路の一部分のみで結合している場舎、λ力及び出：力贈

に並列インピーダンスがある場合について．設計上必璽

な実効結合係数，回路のQ．結合指数，離調指数等の式

を：導き，　結合摩ξや負荷の変イヒによる冊孟皮数特1生：の変イヒ盈

調べ友，最後に50　Mc及び10Mcに38ける実験結果を

ミ塵ぺ，　こ＃しが計糞の結果と一致するこ，とをラRしてあるゆ

　カ：お昭和26年8月号・掲載の分と併せ，　更‘こ詳細に1と

めたものが生研報告第2巻第5号として発布ぎれてい
る。

☆H本化学会千葉地区講演会☆

　1月31日（土）午後1時より，当生産技術研究所にお

いて，日本化学会関東支部千葉地区講演会が開かれ，次

の諸講演が行われた。

電解還元およびポーラログラフ

アルコール製造技術の諸問題

最近の耐火物について

油脂水素添加の反応速度論的

　考察
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雲葉大匿　三宅　臭一

　講演後，本所の自託記録式ポーラPグラブ，糖化醗酵

装置，アイソトープ研究室などの見学が行われた、来会

者は約70名であつた。（1953．2．2）

☆電力線搬逮用分布結合装置の

　　　　　　　　実用化について☆

　従来電力線搬送では通信機器への結合は耐電圧の高い

蓄電器によつていたが，その高価なために適当な長さの

短線条を設ける分布結合（又は通称アンテナ結合）普通

の出現が要望されていた。当研究所第3部では高木教

授・斎藤助教擾が中心となつて東京電力との協同研究と

して一昨年来本問題を研究して来た。その成果として前

にも本紙に報告した通り昭和26年ユ2月，27年4月に東京

電力沼倉発電所，西東京幹線神流川越にて基礎笑験を行

つたが，充分実用の価値あることを認め昨27年10月に両

現場とも実装備を行い現用され良好な成績を収めてい
る。

　一方北海道電力においても当所との協同研究により昨

27年10月帯広附近の新設送電源に約6ケ所の分布結合装

置を現用に移している。叉北陸電力では昨27年12月当研

究所指導のもとに電力技術研究所と協同して松岡変電所

において7kV送電源に本装置の仮設して実験を行い，

従来の蓄電器方式に比して何等そんしよくのないことを

確め4近い将来において現用となる予定である。

　なお本結合方式を用いる場含に渥曳電界オ増すのでは

ないかという点が懸念されていたh9，松岡変電所に雷け

る電界測定結果によると大体理論通り最大電界方詞でも

従来の方式に比して2～3倍贈加するに過ぎ噸こ≧を知

つた。

　以上のように分布結含方式に各所で実月化されつつあ

る現状であるが．この基礎的研究に関してに当研究所内

の10分の1縮火の擬似送電源に虹り研究が進めら躍してお

り，今後の一層の発展が期待されているe（L％3．2．5）

☆新しLs衝灘波管の設貿i☆

　第一部流体物理学研究室では，かねてから画撃旋管を

瞬問的高速風洞として用いることについて予備酌た実験

を行つていたが，昭和27て年度中間試験研究の一つとし

て，新たに電気計測装置を備えた衝撃波管の試作を完了

した。管の長さは3．4m，断面稜は6×15C［n，マヅハ

数1．3くらいまでの高速fi流b：得られるg電子誉計数回

路を用いた渡速測定装置電気火花による瞬聞写真撮影

ならびにその時刻の記録装置などを備乞てお1コブτヅハ・

新しい街撃波管

ツエングーモ渉

計おにびシニリ

ーレア法によつ

て疏れの測定セ

行えるようlcti

つているD昨年

設置した，ほdt’

同六の誘導式高

速風洞之共に，

落音速～先の研究

に用いられる予

定である。［tiS
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◇助教授　石井義郎「キシレンの側鎖塩素化物と脂肪
酸石齢との反応について」日本化学会東海支部大会講演
（19．11．7）

◇助教授大井光四郎r円環殻の強さについて」第2圃
応用力学連合講演会（1952．11．30）

◇研究生　小橋安次郎「複合噴流の実験的研究（乱流諸
特性の測定）」同上（同上）

一嵜稿一
◇教授　高木　昇，助教授　丹羽　登「超音波によ
る非破壊検査」非破壊検査1，1（1952・12）

◇教蟹　星合正治，助教授　斎藤i成文「センチ波に
おける誘電体特性測定装置（補遺）」電気通信学会雑誌
35，　12　（1952．12）

◇教授　高木　昇，助教授　丹羽　登「超音波探傷
器の現状」材料試験2，1（1953．1）

◇教授永井芳男「ソ連の共鳴理論批判をこう考える
（理論を利用する立場から）化学の領域（1953．1）

◇教授　谷　　安正「塑性と転位」科学（1953．2）

◇助教授　山田嘉昭「塑性学の最近の進歩」日本機械学
会誌（1953．1）

◇教授鈴木　弘「塑性加工」同上（同上）

◇教授　竹中規雄「金属切削理論に関する最近の研究

について」同上（同上）

◇教授　高橋安人「自動制御理論の近況」同上（同上）

◇助教授　橘　藤雄「熱伝達論の展望」同上（同上）

◇教授玉木章夫「高速気流の熱伝達の最近の研究』
同上（同上）　　　　　　　　　　　　　　　｝…｝　一

◇研究員河村正弥・教授小川正義、大学院学生
歌川正博「摩擦切削」精密機械Vol・18，　No・11－12
（1952）

一現場試瞼一

◇助教授　安藤良夫，助手　山口勇男，特研生　飯
田国広「進水時を利用せる船体応力分布の計測」28，000

トン型スーパータンカー　砧邦丸（飯野海運）兵庫県相

生市　播摩造船所にて（1952・12・17）

◇教授高木　昇，助教授丹羽　登，佐下橋市太
郎「超音波厚み計による現地測定」三菱日本重工横浜造

船所にて（1952．12．24～26）

一特　許一一

◇助教授　石井i義郎　昭和27年　日本特許5④16，12月

1日公告「ジキオシメチル芳香族炭化水素のジアルボソ

サンエステルの製法」　　　　　　　　1

一教授昇任一

◇丸安隆和（5部）担当

◇森大吉郎
◇富田丈治
◇神前　澱
◇平尾　牧
◇中田一郎
◇小川岩雄

　　　　　　　　　筆　　　　者

助教授　　　專攻振動及びその測定

大学院特研生專攻応力測定
助　手　　　專攻応用物性論
助教授　專攻内燃機関学・自動車工学

大学院特研生專攻表面電位
助教授 專攻振動容量電位計（気

　体吸着膜の表面電位，牛導体の接触電位差等）

◇谷　安正教授工博專攻塑性物理学・電子光
　学及び電子顯微鏡

◇志村一輝　技術研究生　　專攻結晶塑性学

◇山田嘉昭　助教授　　　專攻材料試験・塑性学
◇齋藤成丈助教授工博專攻超短波工学・高周波
　応用

　紹　　　　介

◇黒川兼行　大学院特研生專攻超短波工学

◇勝田高司　助教授工博　專攻建築襲魔学（建築衛
　生

◇橘　　藤雄　助教授工榑　專攻伝熱工学

◇江口雅彦　助教授　　專攻赤外線分析計・牛導体
　　　　　　　　　　　　　　　◇後藤　滋　助　手　　　專攻建築環境学

◇道家忠義　大学院特研生專攻表面電位

◇植村恒義　助教授　　　專攻精密機器学・瞬間写
　真及び高速度カメラ

◇森脇義雄　教授工博　專攻超短波工学・通信機器

◇猪瀬　博　大学院特研生專攻超短波工学・電気回

　路学

’
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